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100%ONB 水とした。蒸留水:100%ONB 水を 1：1に混合し、50%ONB 水とした。結石ラットは、
10% Ethylene glycol(EG)(1.2 ml 連日)と Vitamin D3(0.5μg 隔日)を、胃管を用いて投与し、
作成した。4週齢 SD ラット 60 匹を、Control 群、100%ONB 群、EG 群、EG+50%ONB 群、EG+100%ONB
群の 5群にわけ、Control 群、EG 群には蒸留水を、100%ONB 群、EG+100%ONB 群には 100%ONB
水を、EG+50%ONB 群には 50%ONB 水を自由飲水させた。7 週齢から EG 群、EG+50%ONB 群、
EG+100%ONB 群には、EG と Vitamin D3を投与した。EG 投与 7、14 日後に各群 6 匹ずつ、24 時
間蓄尿、採血を行い、腎を摘出した。腎結石形成量は Pizzolato 染色を行い、腎断面積あた
りの結石占有面積比で定量化した。尿生化学より ion-activity products of calcium 
oxalate(CaOx) [AP (CaOx) index]を計算した。腎尿細管細胞障害の指標として尿中
N-acetyl-β-D-glucosaminidase (NAG)排泄を測定した。腎における結石関連蛋白
(osteopontin(OPN), monocyte chemotactic protein-1(MCP-1))と酸化ストレスマーカー




【結果】Control 群、ONB 群では、腎結石形成を認めなかった。結石形成面積比は、EG 群で
は 1.9±1.1%であったが、EG+100％ONB 群では 0.8±0.4%と有意に減少した(p＜0.05)。EG 群
では、Control 群に比べて、AP (CaOx) index、尿中 NAG 排泄、腎における OPN, MCP-1, HA
の発現は上昇し、SOD-1 の発現は低下した。EG+100％ONB 群では、EG 群に比べて、AP (CaOx) 
index は変化しなかったが、尿中 NAG 排泄、OPN, MCP-1, HA の発現は低下し、SOD-1 の発現
は上昇した。EG 群では、Control 群に比べて、4-HNE、8-OHdG の発現が増加し、EG+100％ONB







  論文審査の結果の要旨 




【方法】腎結石はラットに 10% Ethylene glycol(EG)と Vitamin D3を投与して惹起し、50%ONB
水は蒸留水:100%ONB 水を 1：1に混合して作成した。4 週齢 SD ラット 60 匹を対照群、100%ONB
水群、EG 群、EG+50%ONB 水群、EG+100%ONB 水群の 5群に分け、EG 投与 7、14 日後に 24 時間蓄
尿、採血を行い、腎を摘出した。腎結石形成量は Pizzolato 染色により腎断面積あたりの結石占






観察されなかった。EG 群における結石占有率が 1.9±1.1%であったのに対し、EG+100％ONB 水
群では 0.8±0.4%と有意に減少した(P＜0.05)。対照群に比較して、EG 群では AP (CaOx) 
index、尿中 NAG 値、腎における OPN, MCP-1, HA 発現、4-HNE、8-OHdG 量が増加する一方で、
SOD-1 発現は低下していた。また、EG 群に比較して、EG+100％ONB 水群では AP (CaOx) index
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